
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
100 年 1926（大正 15＝昭和元）年 

 ・豊田佐吉が現在のトヨタ自動車の母体である 
豊田自動織機製作所を設立 

・12/25  大正天皇崩御。摂政皇太子裕仁親王が
即位（第 124 代天皇）。昭和（1926 年～1989
年）と改元（この日から年末まで昭和元年） 

50 年  1976（昭和 51）年 
・学校給食に米飯が導入される。 
・東京地検、ﾛｯｷｰﾄﾞ事件で田中角栄前首相逮捕 
・日清食品が「日清焼そば U.F.O.」発売。 

40 年  1986（昭和 61）年 
 ・この年からバブル景気とされる（～1991 年） 

・男女雇用機会均等法施行 
・大井競馬場で日本初のナイター競走開催。 

30 年  1996（平成 8） 
・女子高生にﾐﾆｽｶｰﾄやﾙｰｽﾞｿｯｸｽが流行する。 

 ・東京臨海高速鉄道りんかい線部分開業（新木場
駅～東京テレポート駅） 

20 年  2006（平成 18）年 
 ・夏の甲子園大会で早実の斎藤佑樹投手が優勝 
 ・日本の老齢（65 歳以上）人口率が世界最高、同

時に年少（15 歳以下）人口率が世界最低に 
10 年  2016（平成 28）年 
 ・マイナンバーカード運用開始 

・北海道新幹線が開業 
・熊本地震発生（死者 211 名） 

 

品川区東大井 4-13-11-304 〒140-0011  
TEL:03-5461-8757 FAX:03-5461-8763 
E-mail：takahashi-shinji@spa.nifty.com 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：品川区 高橋しんじ   検索 
☆過去の『区政報告』が HP でご覧になれます。 
☆『区政報告』への感想をぜひお寄せ下さい。 
☆『区政報告』をお店の片隅に置かせて下さい。 
 

高 事 橋しんじ 務所 

 

☆☆品川区イズ 739☆☆ 
◇午（＝馬）年（うまどし） 

 今年 2026 年は「午（うま＝馬）」年。午（馬）

は、「勇気」「行動力」の象徴とされます。力強
く目標に向かって進み、努力が実を結びやす
い年と言われています。次の 
うち午年に起きた出来事は？ 

①本能寺の変 
②赤穂浪士の討ち入り 
③井伊直弼、大老就任 
④日清戦争 ⑤湾岸戦争 
⑥消費税引き上げ（５％⇒８％） 
⑦FIFA ワールドカップ（W 杯）日韓大会 
⑧『森田一義アワー 笑っていいとも!』が 

放送終了    ◎難易度☆☆☆☆☆ 

 

※毎週、区政や区内の出来事についてご報告しています 

 

品川区議会議員 
 無所属 
高橋 しんじ 
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高橋しんじプロフィール  

2023 年 5522 票のご支持を頂き、 
現在５期目。若草幼稚園、品川区立鈴ヶ森
小・中学校、早実高、早大（政経学部政治学
科 専攻は地方行政）・同大学院博士課程。
東大研究員、塾などを経て、教師（早実高、
都立日比谷高・青山高・大森高）。軟式野球
ルーキーズ監督。2007 年初当選 2541 票、
2011 年 5232 票。2015 年 5551 票。2019
年 6205 票（史上最多）。『議員力検定１級』
合格。☆初心を忘れずにガンバります！ 

 
 
 

 
しがらみのない無所属 

2026 年で何年？？ 

 

◇元旦の各紙社説の見出し 
▽朝日新聞 
「退潮する民主主義 

  分断の罠に陥らぬよう」 
▽毎日新聞 
海図なき世界「ﾎﾟｽﾄ真実」を超えて 
    「未来を描き社旗を変える」 
▽読売新聞 
「知力、体力、発信力を高めたい」 
 世界秩序の受益者から形成者に 
▽産経新聞 
「台湾有事の前年にしないために」 
▽東京新聞 

「怒」を「恕
じ ょ

」（注：思いやり）に変える 

年のはじめに考える 
▽日本経済新聞 
「混迷を好機にする行動の 1年に」 
〇昨年の社説は、 日本、世界で政治・経

済の混乱が起き、「先の見通せない不確
実」、「歴史の変革期」などの言葉が各紙
に多くあり、国際平和の新たな秩序づく
り、時代に合った道筋の構築を求めてい
ました。 

〇今年の社説は、2026 年は分断や虚偽、
国際情勢の不安が続く中、対話・共感・
事実に基づく判断が重要に。怒りを思い
やり(＝恕)に変え、知恵と行動で社会を
より良くする一年にしようと各紙は訴
えています。 

☆多くの困難が待ち受けている日本です
が、今年も希望が持てる社会を品川区政
で目指します。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B1%8A%E7%94%B0%E4%BD%90%E5%90%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B1%8A%E7%94%B0%E8%87%AA%E5%8B%95%E7%B9%94%E6%A9%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/12%E6%9C%8825%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%AD%A3%E5%A4%A9%E7%9A%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%91%82%E6%94%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9A%87%E5%A4%AA%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%AD%E5%92%8C%E5%A4%A9%E7%9A%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%9A%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%AD%E5%92%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/1989%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1989%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E7%B5%A6%E9%A3%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B0%E4%B8%AD%E8%A7%92%E6%A0%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%B8%85%E9%A3%9F%E5%93%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%B8%85%E7%84%BC%E3%81%9D%E3%81%B0U.F.O.
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%83%96%E3%83%AB%E6%99%AF%E6%B0%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%87%E7%94%A8%E3%81%AE%E5%88%86%E9%87%8E%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E7%94%B7%E5%A5%B3%E3%81%AE%E5%9D%87%E7%AD%89%E3%81%AA%E6%A9%9F%E4%BC%9A%E5%8F%8A%E3%81%B3%E5%BE%85%E9%81%87%E3%81%AE%E7%A2%BA%E4%BF%9D%E7%AD%89%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%B3%95%E5%BE%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E4%BA%95%E7%AB%B6%E9%A6%AC%E5%A0%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8A%E3%82%A4%E3%82%BF%E3%83%BC%E7%AB%B6%E8%B5%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC88%E5%9B%9E%E5%85%A8%E5%9B%BD%E9%AB%98%E7%AD%89%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E9%87%8E%E7%90%83%E9%81%B8%E6%89%8B%E6%A8%A9%E5%A4%A7%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%8E%E8%97%A4%E4%BD%91%E6%A8%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%80%8B%E4%BA%BA%E7%95%AA%E5%8F%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E6%B5%B7%E9%81%93%E6%96%B0%E5%B9%B9%E7%B7%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%86%8A%E6%9C%AC%E5%9C%B0%E9%9C%87_(2016%E5%B9%B4)
mailto:takahashi-shinji@spa.nifty.com
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A3%AE%E7%94%B0%E4%B8%80%E7%BE%A9%E3%82%A2%E3%83%AF%E3%83%BC_%E7%AC%91%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%84%E3%81%A8%E3%82%82!


 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
発行者 高橋慎司 
〒140-8715 品川区広町 2－1－36 ４階 
Tel ０３-５７４２－６８６4 

☆区政へのご要望をお寄せ下さい！！ 
☆ご希望の方に『区政報告』をお届けい 
たします(送料は当方で負担します)。 
 
 
 
 
 

№739 2026年 １月 

政報告 
 

区 
 

月・水 ＪＲ大井町駅前 
火 京急青物横丁駅前 
木 ＪＲ大森駅前  
金 京急立会川駅前 
☆各 7:00-9:30 頃 

◎『区政報告』をお配りしています。 
◎議会等の事情で変更する場合があります。 
◎見かけたらお気軽にお声をおかけ下さい。 

朝、駅前にいます！ 

 

【区政の課題は引き続き…】 
〇物価高騰への生活支援 
〇子育て支援・教育など 

保育の質の向上、きめ細かい子育て支援、不
登校・いじめ問題、教員の働き方改革、他 

〇福祉の充実－特別養護老人ホーム、グループ
ホーム等の整備、介護支援・相談事業、他 

〇防災－大規模水害や今後 30 年以内に高い確
率で発生するとされている首都直下地震へ
の備え、木造密集地区の解消、他 

〇老朽化が進む区有施設－建て替え等の対策 
〇区職員の働き方改革－退職者の増加 
〇後を絶たない職員へのパワハラ問題 
【安定した財政運営を】 
 上記課題解決のための財源確保 
《区の収入：やや増加》 

人口増加による税収の増加、一方で国の税制
改革、ふるさと納税等による歳入減少の影響
から、財政運営は今後も予断を許しません。 

《区の支出：増大》 
無償化施策の拡大、新庁舎建設の財源（約
700 億円以上）問題、子育て施策・福祉施策
の増大、区の公共施設等の新設・改修など 

☆「政治屋は次の選挙を考え、政治家は次の世代
を考える」という有名な言葉を肝に命じて参 
ります。 

 
◇◆ご存知ですか？◆◇   
☆政治家が選挙区内（品川区）の方に年賀状（暑中 

見舞い等も）などの挨拶状等を出すことは、一部 
の形式を除き、公職選挙法上禁止されています。 
・そのため品川区内の方々には大変失礼を 

しております。ご無礼をお許し下さい。 

 クイズの答え：すべて午年。①本能寺の変
（1582 年）: 織田信長が明智光秀に裏切ら
れ、京都の本能寺で自害した事件。②赤穂
浪士の討ち入り（1702 年）赤穂藩の浪士た
ちが主君の仇を討つために討ち入りを行っ
た事件。③1858 年。米・蘭・露・英・仏五
ヶ国と修好通商条約調印。④日清戦争 
開戦（1894～1895 年）。⑤湾岸戦争 
（1990 年）: ｲﾗｸによるｸｳｪｰﾄ侵攻に対して
多国籍軍が介入した。⑥2002 年。日本代表
が初のベスト16進出を果たす。⑥2014年、
8%に引き上げられ、経済と社会に大きなｲ
ﾝﾊﾟｸﾄを与えた。2019 年 10％に。⑦2014
年。約 30 年続いたタモリの人気番組終了。 
 
 

２０２６（令和８）年のスタ 
ートです。昨年も多くの温かい激 
励を頂きました。朝の駅頭や街中で 
「頑張ってください！」「『しんじ新 
聞』を毎週楽しみにしています」な 
どの声に支えられています。一方で 
「この問題、どうなっているの？」 
「品川区は大丈夫なの？」といった厳しいご
意見も頂き、身が引き締まる思いです。本当に
ありがとうございます！ 
昨年も依然として物価高、所得停滞、若年層
の犯罪や孤立など、解決すべき課題は山積し
ています。品川区においても多岐にわたる分
野での対応が求められています。 
私自身、議員として２０年目を迎えますが、
初心を忘れず、「現場第一主義＝常に現場を大
切にして区政に反映させる」を貫いていきま
す。初当選前からの約束である『週刊しんじ新
聞』の配布も、引き続き継続してまいります。 
国政においては、昨年の参院選の影響、連立
政権など、政治の先行きが見通しづらい状況
が続いています。令和 8 年度の国家予算の行
方にも注目が集まります。政治家に対する視
線が一層厳しさを増す中、私は今後も初心    
を忘れず、区民の皆さまのために全力で取
り組むことをお約束いたします。 

 

 
ちょっとした話ながわ 

◇品川区議会が補正予算、可決  
 昨年 12/25 の臨時本会議で可決しました。 
①「品川生活応援事業」 

全区民に対して 5,000 円（ｷﾞﾌﾄｶｰﾄﾞ）を支給。 
所得制限無し。配布は 4 月以降。使用期限＝配
布から 6 ケ月。国の予算 3,000 円に区の予算
2,000 円上乗せ。 ◎予算額 24 億 8,200 万円 

②「物価高騰対策子育て応援手当」  
 児童手当支給対象児童（０～18 歳）1 人当たり

20,000 円支給。支給開始は、2 月下旬。 
 全額が国の予算。 ◎予算額 12 億 2,190 万円 


